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病 害虫 発生 予察 情報 につい て

下 記のと おり 発表 しま した ので 送付 しま す。

病害虫発生予報第１号（３月）

予報の概要

作 物名 病 害 虫 名 予 想 発 生 量

<平 年比 （前 年比 ） >

チ ャ カン ザワ ハダ ニ 山 城： 多（ 多）

丹 波： 並（ 並）

※ 平年 とは 過去 10年 の平 均であ る。



Ⅰ 用語の 定義

１ 半旬の とり 方

第 1半 旬 第 2半 旬 第 3半 旬 第 4半 旬 第 5半旬 第 6半旬

各 月の 1～ 5 6～ 1 0 11～ 15 16～ 20 21～ 25 2 6～最 終

日 日 日 日 日 日

－－ －病 害虫 の発 生程 度と 広が りの 両面を 加味 した もの をい う。２ 発生量

－ －－ 程度 は甚 、多 、中、 少、 無の ５段 階に 分け る。３ 発生及 び被 害等 の程 度

それ ぞれ の病 害虫 の基準 につ いて は各 作物 の項 参照 。

－－ －原 則と して 過去 10か 年の 平均 とする 。４ 平年値

デ ータ が 10年に 満た ない 場合 は例年 値と する 。

５ 平年値 との 比較

１ ）時期

平 年並 平 年値 を中 心と して 前後 ２日 以内

や や早 い 平 年値 より ３～ ５日 早い

や や遅 い 平 年値 より ３～ ５日 遅い

早 い 平 年値 より ６日 以上 早い

遅 い 平 年値 より ６日 以上 遅い

２ ）量（ 発生 量、 発生 面積 等）

平 年並 平 年値 並の 発生 で 10年間 に４ 回は発 生す る程 度の 普通 の量

や や多 い ｢平年 並 ｣よ り発 生が 多く 、 10年間に ２回 程度 の頻 度で 発生 する 量

や や少 ない ｢平年 並 ｣よ り発 生が 少な く、 10年間 に２ 回程 度の 頻度 で発 生す る

量

多 い ｢やや 多い ｣より 多く 、 10年間 に１回 程度 しか 発生 しな い量

少 ない ｢やや 少ない ｣よ り少 なく 、 10年間に １回 程度 しか 発生 しな い量

－ 農薬 の使 用に あた って は使 用基準 を遵 守す るこ と－



Ⅱ 近畿地方 １か月予報

( )２月２４日から３月２３日までの天候見通し

平成 １９ 年２ 月２ ３日

大阪 管区 気象 台 発表

＜予 想され る向 こう １か 月の 天候 ＞

向 こう１ か月 の出 現の 可能 性が 最も 大き い天 候と特 徴の ある 気温 、降 水量

等の 確率は 以下 のと おり です 。

天 気は数 日の 周期 で変 わり ます が、 ぐず つく 時期が ある でし ょう 。平 年に

比べ 曇りや 雨の 日が 多い 見込 みで す。

向 こう１ か月 の気 温は 高い 確率 ５０ ％で す。 降水量 は太 平洋 側で は平 年並

また は多い 確率 とも に４ ０％ です 。

週 別の気 温は 、１ 週目 は高 い確 率６ ０％ 、２ 週目は 高い 確率 ５０ ％で す。

＜向 こう１ か月 の気 温、 降水 量、 日照 時間 の各 階級の 確率 （％ ）＞

低い (少な い ) 平年 並 高 い (多 い）

気 温 ２ ０ ３０ ５０

近 畿日 本海 側 ３ ０ ３０ ４０

降 水 量

近 畿太 平洋 側 ２ ０ ４０ ４０

日照 時間 ４ ０ ３０ ３０

※注 意

大阪 管区 気象 台か ら発表 され る天 候の １か 月予 報の 表現 が、 平成 １８年 ９月

２ ５日以 降変 わり まし た。

これま で病 害虫 発生 予察 の一 つ根 拠と して いた天 候の １か 月予 報の 表現 と整

「向 こう合 性をと るた め、 病害 虫防 除所 では 上記 の天 候の１ か月 予報 の表 現を

１ か月の 気温 は高 く、 降水 量は 日本 海側 で平 年並、 太平 洋側 で平 年並 また は多

としま した 。く 、日照 時間 は平 年並 と予 想さ れて いる 。」

Ⅲ お知らせ

※残留農薬基準等のポジティブリスト制度導入に伴う農薬適正使用の徹底

について

平成 １８ 年５ 月 2 9日よ り食 品衛 生法 に基 づくポ ジテ ィブ リス ト制 度が 導入 され 、

いまま で残 留基 準値 が定 めら れて いな かっ た農薬 成分 と農 作物 の組 み合 わせ にも 、

新たに 国際 基準 等を 参考 とし て暫 定的 な基 準値が 設定 され ると とも に、 参考 とな

る基準 がな い場 合に は一 律基 準（ 人の 健康 を損な うお それ のな い量 ； 0. 01pp m）が

適用さ れ、 基準 値を 超え て農 薬が 残留 する 食品（ 農産 物等 ）の 流通 が禁 止と なり

ました 。

この ため 、農 薬の 適正 使用 はも ちろ んの こと、 周り の圃 場の 作物 へ農 薬が 飛散

（ドリ フト ）し ない よう に十 分注 意し てく ださい 。



Ⅳ 予報本文

チャ

１ カンザ ワハ ダニ

発 生 量： 山城 ：平 年比 多い （前年 比多 い）予 報内容

丹波 ：平 年並 （前 年並）

防 除時 期： ３月 上旬

予 報の根 拠

カン ザワ ハダ ニ調 査結 果（ 1 00葉 調査 ） 調 査日： 平成 19年 2月 21、 22日

地域 寄生 葉率 (%) 産 卵葉 率 (%) 発 生ほ 場率 (%)

本 年 平年 値 前年 値 本年 平 年値 前 年値 本 年 平年 値 前年 値

山城 3.1 1 .0 0 .2 1. 5 0.4 0.1 59.1 3 0.5 18 .2

丹波 0.5 1 .9 0 .0 0. 0 0.6 0.0 16.7 4 0.7 0 .0

（１） ２月 第５ 半旬 現在 、寄 生葉 率は 山城 地域で は平 年比 高く （＋ ）、 丹波 地域 で

は 平年 並で あっ た。

（２） 産卵 葉率 は、 山城 地域 で平 年比 高く （＋） 、丹 波地 域で は産 卵は 認め られ な

か った 。

（３） 山城 地域 では 、発 生ほ 場率 が平 年比 高かっ た（ ＋） 。丹 波地 域の 発生 ほ場 率

は 平年 並で あっ た。 山城 地域 では 寄生 成虫数 は平 年比 多く 、幼 若虫 数は 平年 比

や や多 かっ た（ ＋） 。

（４） 向こ う１ か月 の気 温は 高く （＋ ）、 降水量 は日 本海 側で 平年 並、 太平 洋側 で

平 年並 また は多 い（ －） と予 想さ れて いる。

発 生生態 及び 防除 上注 意す べき 事項

（１） 越冬 雌成 虫は 休眠 から 醒め ると 体色 が朱色 から 濃赤 色に 変わ り、 活動 を始 め

る 。

（２） 卵は 日数 が経 つに つれ 、透 明か ら黄 色とな り、 孵化 が近 づく と赤 みを 帯び る。

（３） 越冬 虫数 が多 いと 、春 期の 発生 も多 くなる 傾向 があ る。 気温 が上 昇し 、暖 か

い 晴れ た日 が続 くと 、急 速に 産卵 、増 殖する 。

（４） すで に幼 若虫 数の 発生 が認 めら れる ほ場も ある ので 防除 適期 に留 意す る。

（５） 防除 は一 番茶 芽の 萌芽 前に 行う 。

（６） 毎年 多発 する 園や 秋期 に防 除し なか った園 では 注意 する 。

※山 城地 域に つい ては、 ３月 １日 付け 注意 報を 参照 のこ と

２ ミカン トゲ コナ ジラ ミ

ミ カン トゲ コナ ジラ ミは 、平 成１ ６年 ８月 に国 内で 初め てチ ャへ の寄 生が 確 認さ れ

（平 成１ ７年 ６月 １４ 日付 け京 都府 発生 予察 特殊 報） 、分 布の 拡大 が懸 念さ れ てい る。

本 年２月 ２１ 日及 び２ ２日 の巡 回調 査時 にお ける観 察で は、 山城 地域 の多 くの ほ場 で

ミカ ントゲ コナ ジラ ミ幼 虫が 確認 され 、一 部多 発圃場 が見 受け られ た。

発 生生 態及 び防 除上 注意 すべ き事 項

（ １） 成虫 の発 生時 期

年 に４ 回発 生し 、越 冬世 代は ４月 下旬 ～５ 月中 旬に 発生 する と予 測さ れ る。

（ ２） 対策

農 薬に よる 防除 適期 は若 齢幼 虫期 であ る。 一番 茶収 穫以 降に 、成 虫の 飛 翔が 落

ちつ いた 頃を 見計 らっ て薬 剤散 布を 行う 。成 虫発 生期 の散 布で は密 度抑 制 効果 は



ほと んど 期待 でき ない ので 、防 除が 無駄 とな らな いよ う注 意す る。

（ ３） 登録 のあ る薬 剤

・ハ チハ チ乳 剤（ 1,00 0倍、 摘採 14日 前ま で／ 1回 ）

・ア プロ ード 水和 剤（ 1,00 0倍、 摘採 14日 前ま で／ 2回 以内 ）

※ 病害 虫 防除 に つい ては 、 病害 虫 防除 所・ 最 寄り の 農業 改良 普 及セ ン ター 又 は農 協

にご 相 談く だ さい 。

ま た 、調 査 結果 につ い ては 防 除所 ＦＡ Ｘ サー ビ ス（ 0771-23 -6539） を ご利

用下 さ い。

詳 しい 農薬 情報 は、 以下 のＨ Ｐを ご覧 下さい 。

● 農林水 産省 ホ－ ムペ －ジ 「農 薬コ －ナ －」

･･･h t tp:/ /www .maff . go . jp/ nou yaku

● 農薬検 査所 ホー ムペ ージ

･･･h t tp:/ /www .ac is. go . jp/ se archF /v t llm000.h tm l

農 業改 良普 及セ ンタ ー 電話 番号 一覧

・ 京都 乙訓 農 業改 良普 及セ ンタ ー ０７ ５－ ３１ ５－ ２９ ０６

・ 山 城 北 農 業改 良普 及セ ンタ ー ０７ ７４ －６ ２－ ８６ ８６

・ 山 城 南 農 業改 良普 及セ ンタ ー ０７ ７４ －７ ２－ ０２ ３７

・ 南 丹 農 業改 良普 及セ ンタ ー ０７ ７１ －６ ２－ ０６ ６５

・ 中 丹 東 農 業改 良普 及セ ンタ ー ０７ ７３ －４ ２－ ２２ ５５

・ 中 丹 西 農 業改 良普 及セ ンタ ー ０７ ７３ －２ ２－ ４９ ０１

・ 丹 後 農 業改 良普 及セ ンタ ー ０７ ７２ －６ ２－ ４３ ０８

農作 物病 害虫 情報 サ－ビ ス

・テ レホン サー ビス

０ ７７ １－ ２３－ ６４ ４２

・Ｆ ＡＸサ ービ ス

０ ７７ １－ ２３－ ６５ ３９

・ホ ームペ ージ アド レス

htt p:// www. pref .kyo to.jp /byo gai/

京都府病害虫防除所

〒 6 21-08 06 京都 府亀 岡市 余部町 和久 成９

TE L 0 771- 23-9 512

FA X 0 771- 23-9 513


